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連載・雑草のよもやま

森田　弘彦

౦ژ౎಺で໊໳とධ൑の高いന๠ಊֶӃで，౦ژ౎ຽの生
ె会長ʢ౦ʣと࡛ݝۄຽのֶ生たͪʢ࡛ʣとの間で以Լのや
りとりがあったそうな。

ʢ࡛ʣ このࢠがٸにෲ௧をىこしたので医務ࣨへ
ʢ౦ʣ 医務ࣨを利用できるのは౦ژ౎ຽだけだ
     ɹ ग़ていけ！
ʢ࡛ʣ   ひどくۤしんでるんです！ɹお医ऀ༷にݟせるだけ 

 でもɾɾɾɾ！
ʢ౦ʣ   そこらへんの૲でも৯わせておけ！ɹ࡛ݝۄຽなら 

 それで࣏る！
ʢ࡛ʣ あたしたͪはڇじゃない！
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹʢຐ໷ๆԝɹh ᠳんで࡛ۄ ɹɦ2015ʣ
は࣏らؾのපڇ૲をؚむʮそこらへんの૲ʯではたぶんࡶ

ないし，ࣂうこともできないので，このֶӃではࣂྉ࡞物ֶ
やச産ֶにྨする՝໨がないのであろう。࡞ݪのίϛック本
にとどまらͣ，実ࣸ൛のөըも޷ධとのことであるが，ऀ࡞
によると，ここでの౦ژ౎も࡛ݝۄもՍۭの஍だそうな。実
૲ʣʯとなると，少しさࡶとʮそこらへんの૲ʢݝۄの࡛ࡏ
かの΅った時୅に࡛ݝۄに生まれて຅した，ࡶ૲や৯用໺生
২物のઌ達としてのࡔఉʢࡕఉʣⅉ一࿠ઌ生を思いුか΂た。

のʮᯑ૲ʢদ榮ಊʣ190�ʢਤࢯఉࡔ �1"ʣʯは൒ᖒᔪઌ
生の໊ஶʮᯑ૲ላɹ1910ʯより 3 年ૣくग़൛され，ʮ身
近なࣗવをࡌܝするཧՊのڭՊ書のී及をഎܠに໌࣏ 40

ʢ190�ʣ年頃にग़൛された多くの২物ਤؑʯの中で，ಛ定分
໺のもののひとつにڍげられたʢඨɹࡾߒʮ຀໺২物ਤؑ
のಾʯ1999ʣ。ࡔఉࢯは，ל場ॊᆹ࿠ࢯとのڞஶであるʮ໺
外২物ʢঘ༑ؗʣɹ1905ʢਤ �2"ʣʯをもとに，ʮላߍԂの
؅ཧऀ，幷にখላߍの೶業Պड࣋ऀの，ػにྟみ，折にᨀ

れ，ၲಐを指導して，除૲せしむるに際し，ᯑ૲の໊শ，ಛ
性，除૲の必要，幷にその方法౳をઆ໌するは，ਙだ有ӹに
して，ڵ׌ຯあることなる΂し。ʢຌ例ʣʯとのҙਤでʮᯑ૲ʯ
をஶし，その 6 年ޙには，ࡶ૲の۠分をʮ生ҭڥ؀ʯからʮՊʯ
に変ߋしてʮᯑ૲の利用一覧ʯなどをՃえたʮᯑ૲のڀݚʢদ
ᒇಊʣ1913ʢਤ �1#ʣʯをग़൛した。ʮ໺外২物ʯは 3 年ޙ
にל場ࢯとのڞஶでʮ৽ฤ২物ᅷઆɹ1908ʢਤ �2#ʣʯとし
て本จ 1
240 ทʢ増గ൛ɹ1911ʣの大部となったが，ʮᯑ૲ʯ
からʮᯑ૲のڀݚʯで，本จは 149 ทから 205 ทへのখ෯
増であった。ʮ໺外২物ʯ，ʮᯑ૲ʯおよびʮᯑ૲のڀݚʯで
のૠਤを 6 छྨのਫాのࡶ૲でみるとʢਤ �3ʣ，ޙの 2 ฤで
はʮ໺外২物ʯのਤよりૈࡶさが໨ཱつので，ࡔఉࢯが୯ಠ

でのஶ࡞用にל場ࢯとのڞஶでのਤをඳき௚
して使う必要があったように思われる。

಺のઓ時ࠃは，ୈೋ次大ઓでྺܦのࢯఉࡔ
体制がݫしくなる中でग़൛されたʮ৯用໺生
২物ɹ1942ʢਤ �4ʣʣʯのר末に，当時の࡛
せたʮ᪎ʯدがࢯ೭߁場のԬ部ݧࢼ業ࢋ០ۄ
と，上هのʮᯑ૲ʯをऩ࿥したʮ໌࣏೶書全
ूɹୈ 12 ，૲೶ༀɹ1984ʯでࡶ஬֐ɹපר
ࠛ஬ֶऀで২物๷Ӹのྺ࢙に関する多਺のஶ
のࣥචになるʮղ୊ʯࢯで஌られるখ੢正ହ࡞
にৄしい。以Լはそのུ֓であるʢ࡛ݝۄ಺
の஍໊はچදهのままʣ。なお，খ੢ࢯのʮղ

《第17回》

そこらへんの草も食べた埼玉県人の雑草図鑑の先達，
　　　　　　　　　　坂庭淸一郎先生
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A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

11.SB-201 ங 
メチオࢰリン:25% 
 
 
[࢚ス・࢕ࢹー・࢚ ス バイオࢸ
 [クࢵ
  

コウライ
シバ 

水量拡大 
(雑草発生前/一年生イネ科/コウライ
シバ) 

実・継 実)[秋冬作;(コウライシバ)スࢬメノカࣅࢱラ] 
༢用処理 
・ 芝生育期 雑草発生前 
・0.3～0.4mL<200～600mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 
཯᚟処理(2ᅇ) 
・ 芝生育期 雑草発生前 
・0.2mL<200～600mL>/㎡ 
(ᩓᕸ㛫㝸1ࣨࡣ᭶ࢆ┠Ᏻ࡜する) 

・土壌処理(全面) 
 
[秋冬作;(ケンࢵࢱキーブルーグラス)スࢬメノカ
 [ラࣅࢱ
༢用処理 
・ 芝生育期 雑草発生前 
・0.3～0.4mL<200～300mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 
཯᚟処理(2ᅇ) 
・ 芝生育期 雑草発生前 
・0.2mL<200～300mL>/㎡ 
(ᩓᕸ㛫㝸1ࣨࡣ᭶ࢆ┠Ᏻ࡜する) 

・土壌処理(全面) 
 
[秋冬作;(ベントグラス)スࢬメノカࣅࢱラ] 
༢用処理 
・ 芝生育期，雑草発生前～発生初期 
・0.3～0.4mL<200-300mL>/㎡ 
・土壌処理(全面) 
཯᚟処理(2ᅇ) 
・ 芝生育期，雑草発生前～発生初期 
・0.2mL<200-300mL>/㎡ 

(ᩓᕸ㛫㝸1ࣨࡣ᭶ࢆ┠Ᏻ࡜する) 
・土壌処理(全面) 
 
ὀ) 
・ベントグラスに対ࡋて葉ࡀ㯮ࡴࡎሙ合࠶ࡀる 
 
継) 
・薬量0.3～0.4mLおよび0.2mL×2ᅇ，水量600mL/㎡
処理での年次変動の確認(コウライシバ) 

・薬量0.3～0.4mLおよび0.2mL×2ᅇ，水量600mL/㎡
処理での効果薬害の確認(ケンࢵࢱキーブルーグラス) 

・発生初期処理での効果，薬害の確認 
(コウライシバ，ケンࢵࢱキーブルーグラス) 

・連用試験での確認(コウライシバ，ベントグラ
ス，ケンࢵࢱキーブルーグラス) 

・実証試験での確認 
(コウライシバ，ケンࢵࢱキーブルーグラス) 

・緑化木への影響の確認 

ケンࢵࢱ
キーブル
ーグラス 

水量拡大 
(雑草発生前/一年生イネ科/ケンࢵࢱ
キーブルーグラス) 

12.SG-109 顆粒水和 
フルミオキサジン:50% 
 
 
[*ఫ཭化学，ࣞイン࣎ー薬ရ] 

コウライ
シバ 

適用性の検討 
(芝生育ఇṆ期/一年生雑草/コウライ
シバ) 

実・継
(従来ど
おり) 

実) 
[秋冬作;(コウライシバ，ノシバ)一年生雑草，ከ
年生広葉雑草] 

・芝生育期(生育ఇṆ期)，雑草生育期 
(ణࡋスࢬメノカࣅࢱラࡣ発生初期) 

・ 0.08～0.12g<100～200mL>/㎡ 
・ 茎葉ව土壌処理(全面) 
 
ὀ) 
・㺀芝生育期(生育ఇṆ期)㺁ࡣ࡜，茎葉の一㒊に緑
Ⰽࡀṧࡗていてࡶ，生育の೵ࡋ⁫ている᫬期ࢆ
ᣦす 

 
継) 
・芝生育期(生育ఇṆ期)，雑草発生初期処理の薬
量0.004～0.005g<100～200mL>/㎡での効果・薬害
の確認(コウライシバ,ノシバ) 
・スࢬメノカࣅࢱラに対する葉㱋㝈⏺の確認 
・連用試験での確認 
(年1ᅇ2年㛫)(コウライシバ，ノシバ) 

・実証試験での確認(コウライシバ，ノシバ) 
・緑化木への影響の確認 

ノシバ 適用性の検討 
(芝生育ఇṆ期/一年生雑草/ノシバ) 

 
��　২ௐ　7PM���
�/P��ʢ����




�����　২ௐ　7PM����/P��ʢ����


୊ʯは，ށߐ時୅からࡔఉࢯの׆༂した時୅を௨しての，ࡶ
૲๷除の༏れたٕज़࢙ڀݚになっている。

1864ʢݩ࣏ݩ年ʣɿ࡛܊ۄࣇݝۄ୮ঙଜでग़生
1892 ʙ 1898ɿ࡛ݝۄɾҵ৓ݝɾಢ໦ݝでڭ৬ɹ
1900 ʙ 1915ɿٶ৓ٶ，ߍֶൣࢣݝ৓ߍֶൣࢣࢠঁݝで
ொにॅんで২物書なۄࣇ܊ۄࣇݝۄ࡛，にはޙ׭ฬ，ୀڭ
どをࣥච
1945ɿ4 月に࡛ݝۄ大ཬࡾ܊৲ଜで੦去，ڗ年 80 ࡀ
上هのʮ৯用໺生২物ʯは，ʮୈೋ次ੈք大ઓでࡶ૲や໺

生২物にཔってٌえをしの͙ࣄ態にؕったʯ中でのग़൛物の
ひとつʢࡶ૲のよもやまɹ8ɹ201�ʣである。ࡔఉࢯは本書
のʮॹ言ʯにࡌܝした৘ใのݯを以Լのようにهした。

ɹ໌࣏ 43ʢ1910ʣ年౦๺஍方࡞ڟの時にઋᢕにࡏりて৯用໺生২物

のௐࠪにैひ，᠃いてࢁの旅行中に॓とした୸মখ԰，旅行ऀのଖ

の໷を໌かす一໷ധりのখ԰౳にて৯したる২物と，ଖのଞॾ方の

。したるものなりݧる૲໦の৽ժ，ࠜ౳につきてመࡏ໺౳にࢁ

౦๺஍方での体ݧが৘ใݯとݟられるʮᯑ૲のڀݚʯॴऩ
のʮᯑ૲の利用一覧ʯでは，ʮༀ用ʯの২物が最多であったがʢද
�1ʣ，ʮ利用厚生ʯがٻめられる時୅にあってʮ৯用໺生২物ʯ
に৘ใをू中したのであろう。

ところで，थԂ஍や֗ࢢ஍にී௨のΩクՊ২物ΦχタϏ
ϥίは近年，ΞΦΦχタϏϥίʢYoungia japonica 	-�
 %$� 
TVCTQ� japonicaʣとΞΧΦχタϏϥίʢY. japonica TVCTQ� 
elstonii 	)PDIS�
 #BCDPDL FU 4UFCC�ʣ，およびそのࡶछなど
いくつかの分ྨ܈に分けてࡌهされるようになったʢถ૔ɾ
ֿా 2003  :-JTU，IUUQ���ZMJTU�JOGPɹ 2019 年 4 月 6 日Ξ
クηス確ೝʣ。ʮ২ௐࡶ૲大ؑɹઙҪݩ࿕ɹ2015ʯもこの分
ྨを࠾用したことから，除૲ࡎのద用性ݧࢼの成੷書にもʮΞ
ΦΦχ，ΞΧΦχʯのࡶ૲໊が使われるようになった。ʮΞ
ΦΦχɿ多年生，Ֆܪෳ਺ɾܪ༿少ʙແ，ࠜ生༿ೱ྘৭ɹΞ
ΧΦχɿ一年生，Ֆܪ少਺ɾܪ༿ෳ਺，ࠜ生༿ॊೈ੺ຯʯと
されるが中間ܕもあるようで，྆ऀのࣝผはなかなか難しい

ʢਤ �5ʣ。ところが，ࡔఉࢯはΦχタϏϥίの৯ຯの違いに
。のʮॹ言ʯの末ඌに次のように書いたهづいて，લؾ

ɹ同඼छのものにても生ͣる႔のҟなるにҼりて߳ຯのҟなるもの

はηリʢ۔ʣにԙて໌かなり。ɾɾΦχタϏϥίにありては，੺׊৭

の༿のものはຯはՂなるも྘৭༿のものとࠇൗある༿のものとはຯ

ひངかにྼるが೗し。

ΦχタϏϥίのѥछとのରԠを確ೝできないが，ʮΦχタ
Ϗϥί಺の違いʯをઉの֮ײで༧ݟされたࡔఉࢯのこの体ݧ
は，౦๺஍方ではなく，࡛ݝۄにॅؼされてからのように思
われる。さすがに，ࡶ૲ڀݚのઌ達の࡛ݝۄ人は，യવと૲
を৯΂ていたのではなかったのだ。
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ਤ ࡔ��　�� ఉ ࡞ͷஶࢯ
ʮ৯༻໺ੜ২෺　
����ʯ ͷ දࢴ
ʢ̖ʣͱɼࣸਅͱ
࿨Վʮᓎઋ　ਂ
　࿏ʹ　͓;Δࢁ
͸Δ͘͞　࠾Γ
Θ͖ͯ　͋ͫ͸
;͸͔Γ　ָ͠
͖͸ͳ͠ʯΛͤࡌ
ͨ൶ʢ̗ʣʣ

ද ��　��ʮ৯༻໺ੜ২෺ʯͷ৘ใݯͱݟΒΕΔʮᯑ૲ར༻Ұཡʯॴऩͷ২෺
௴用ͅۄᆎ͆ ᄅ用 ோ用ࠒ

ᅬݏ૳६用

ႅ草用

ђのണ

アカҩ，アマチӖҸル，イ
ヌガラシ，イヌビә，オニ
タビラコ，オӎӃコ，カҙ
ゾリナ，カワӎӀ，カハラ
Ҥҷメイ，クログワӣ，コ
アカҩ，スҡナ，スミレ，
スベリӅә，セリ，ҷәク
サ，ҷルボ，ドクダミ，ナ
Ҹナ，ノビル，ハコベ，ハ
ハキҡ，ハハコグサ，ӎソ
Ӄタデ，ӎンタデ，ミミナ
グサ，ヤナҡタデ，ӛモ
ҡ，ӛメナ，گノコҸチ

Πヌビエ，ҙシノシҷӍイ，
΢マҧヤシ，エノコログサ，
オӅジハ，カモジグサ，ミ

Ҹビエ，メӅジハ，ヤブマ

メ，レンゲサҙ

アカҩ，イヌナҸナ，イヌ
ӎӎҸキ，ҙマノスҭク
サ，オӎӃコ，カワӎӀ，ガ
ガイモ，カキドӎシ，カダ
Ӄミ，カラスビシヤク，ҡ
シҡシ，クサノワҙ，クマ

ҷҸラ，クログワگ，
セリ，タҙҧҡ，
λҤニグサ，タӀҷҤӃナ，
νドメグサ，ҷәクサ，ҷ

ルドクダミ，ドクダミ，ナ

ҡナ

タコҙジә，ナҸナ，ニハ
ヤナҡ，ノビル，ハコベ，
ハハキҡ，ハマスゲ，ハン
ゲシヤҙ，Ӆルガӎ，Ӆル
ムシロ，Ӌビイチҧ，マメ
タӥシ，ミҸタガラシ，ミ
Ҹガシハ，メナモミ，メハ
ジキ，ӛモҡ，ルータサҙ，
，ノコҸチ，ӥグルマگ，گ
ӥナモミ

アムシンキヤ，カワӎӀ，
キンҡӛモ，クサӀム，コ
Ҥオトҡリ，コナҡ，コӅ
ルガӎ，ササナҡ，サҡҧ
Ҥ，スミレ，センナリӎӎ
Ҹキ，タチҷボスミレ，ナ
ンӃンҡセル，ハダカӎӎ
Ҹキ，Ӆҷジクサ，Ӆルガ
ӎ，マҷӃگ，ミゾӎӎҸ
キ，ӥグルマ

アӥミドロ，キҷӀノマҧ，
タヌキモ，チヤҙチンҧҤ

アカӀ，イヌムラサキ，イ
ラクサ，スベリӅә，ҷә
クサ，ニハヤナҡ，ノアҸ
キ，ハハキҡ，レンゲサҙ

⾲‐1 䛂㣗⏝㔝⏕᳜≀䛃䛾᝟ሗ※䛸䜏䜙䜜䜛䛂㞯ⲡ䛾฼⏝୍ぴ䛃ᡤ཰䛾᳜≀

「雜草の利用一覧（雜草の研究 1913）」の記載種を筆者が利用区分ごとに整理，和名表記は原文のまま。

௴用ͅۄᆎ͆ ᄅ用 ோ用ࠒ

ᅬݏ૳६用

ႅ草用

ђのണ

アカҩ，アマチӖҸル，イ
ヌガラシ，イヌビә，オニ
タビラコ，オӎӃコ，カҙ
ゾリナ，カワӎӀ，カハラ
Ҥҷメイ，クログワӣ，コ
アカҩ，スҡナ，スミレ，
スベリӅә，セリ，ҷәク
サ，ҷルボ，ドクダミ，ナ
Ҹナ，ノビル，ハコベ，ハ
ハキҡ，ハハコグサ，ӎソ
Ӄタデ，ӎンタデ，ミミナ
グサ，ヤナҡタデ，ӛモ
ҡ，ӛメナ，گノコҸチ

Πヌビエ，ҙシノシҷӍイ，
΢マҧヤシ，エノコログサ，
オӅジハ，カモジグサ，ミ

Ҹビエ，メӅジハ，ヤブマ

メ，レンゲサҙ

アカҩ，イヌナҸナ，イヌ
ӎӎҸキ，ҙマノスҭク
サ，オӎӃコ，カワӎӀ，ガ
ガイモ，カキドӎシ，カダ
Ӄミ，カラスビシヤク，ҡ
シҡシ，クサノワҙ，クマ

ҷҸラ，クログワگ，
セリ，タҙҧҡ，
λҤニグサ，タӀҷҤӃナ，
νドメグサ，ҷәクサ，ҷ

ルドクダミ，ドクダミ，ナ

ҡナ

タコҙジә，ナҸナ，ニハ
ヤナҡ，ノビル，ハコベ，
ハハキҡ，ハマスゲ，ハン
ゲシヤҙ，Ӆルガӎ，Ӆル
ムシロ，Ӌビイチҧ，マメ
タӥシ，ミҸタガラシ，ミ
Ҹガシハ，メナモミ，メハ
ジキ，ӛモҡ，ルータサҙ，
，ノコҸチ，ӥグルマگ，گ
ӥナモミ

アムシンキヤ，カワӎӀ，
キンҡӛモ，クサӀム，コ
Ҥオトҡリ，コナҡ，コӅ
ルガӎ，ササナҡ，サҡҧ
Ҥ，スミレ，センナリӎӎ
Ҹキ，タチҷボスミレ，ナ
ンӃンҡセル，ハダカӎӎ
Ҹキ，Ӆҷジクサ，Ӆルガ
ӎ，マҷӃگ，ミゾӎӎҸ
キ，ӥグルマ

アӥミドロ，キҷӀノマҧ，
タヌキモ，チヤҙチンҧҤ

アカӀ，イヌムラサキ，イ
ラクサ，スベリӅә，ҷә
クサ，ニハヤナҡ，ノアҸ
キ，ハハキҡ，レンゲサҙ

⾲‐1 䛂㣗⏝㔝⏕᳜≀䛃䛾᝟ሗ※䛸䜏䜙䜜䜛䛂㞯ⲡ䛾฼⏝୍ぴ䛃ᡤ཰䛾᳜≀

「雜草の利用一覧（雜草の研究 1913）」の記載種を筆者が利用区分ごとに整理，和名表記は原文のまま。




